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匿名化した上で、厳重に管理する。必要時に研究対象者が識別できるよ
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急性期虚血性脳血管障害患者の静注血栓溶解療法（rtPA）における薬剤
師の役割とその効果

武蔵野赤十字病院

所属　薬剤部　　　　　氏名　細谷 龍一郎

(西暦）　　実施許可後　～　2020年　10月　　　

脳卒中のうち急性期虚血性脳血管障害患者に対する静注血栓溶解療法
（rtPA）は患者の予後を改善することが知られている。rtPAは最終未発
症時刻より4.5時間以内に投与することが規定されているが、より迅速
な治療開始により良好な転帰が期待できるとされている。本邦での「静
注血栓溶解（rtPA）療法適正治療指針　第三版」においても患者来院
後、少しでも早く（遅くとも1時間以内に）治療を開始さすることが強
く勧められている。迅速な治療を開始するために、来院から診察、検
査、治療までの一連の流れを滞らせることなく進める必要がある。武蔵
野赤十字病院では、2017年3月より急性期脳卒中疑いの患者が搬送され
る場合、脳卒中病棟の担当薬剤師が救急外来での初期診療に従事するシ
ステムを構築している。本調査では、rtPA投与の際の薬剤師の役割を明
らかにするとともに、薬剤師の介入有無によるrtPA開始までの時間
（Door-to-Needle time）への影響を明らかにする。

2016年3月から2019年3月までの3年間にSCUHOTで来院し、早期脳梗塞の
治療としてrtPA療法を行ったすべての患者を対象とする。武蔵野赤十字
病院における電子カルテ情報を利用した単施設レトロスペクティブ研究
とする。


